
第 39 回 全国助産師教育協議会研修会が 平成 26 年 2 月 22 日－23 日の両日、佐藤喜

根子研修会会長のもと、東北大学医学部保健学科大講義室を会場に、開催されました。 

テーマは“未来に輝く命をつなぐ－災害を乗り越えて－”と題し、全国から約 180 名の参

加者を得て、有意義な時間を持つことができました。 

本学からは、「妊婦の栄養のあり方、糖代謝異常妊婦の管理」杉山隆教授（周産母子セ

ンター教授）「胎児心電図の基礎と応用」木村芳孝教授（障害科学専攻融合医工学分野）、

「オキシトシンが動物の母性愛に果たす役割」西森勝彦教授（農学研究科）「放射線とは？

保健指導でどのように教えるか？」千田浩一教授（国際災害研究所兼保健学科）等、最新

医学情報を提供し好評でした。 

 他にシンポジウムが 2 つ「阪神淡路大震災と東日本大震災から学ぶもの－未来に輝く命

をつなぐ－」「だれもが生き生きとできる実践の場をつくる－つながる教育、成長する助

産師－」夢のある将来を見据えた研修会ができました。  
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